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東日本大震災の義援金について

地デジの準備をしていますか？

あらかしの森 林通信も
り



お
申
し
込
み
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す

受付時間

市町村民税非課税世帯の方 NHK放送受信料全額免除世帯の方

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送が受信できない方への簡易チューナー給付支援
を現在行っています。
　本支援の申し込みは、平成23年7月24日(消印有効)まで
となっていますので、お早めに申し込みをお願いします。

※すでにお申し込みの方で、「工事
日がお決まりでない方」「工事等が
お済でない方」は、総務省地デジ
チューナー支援実施センターへお問
い合わせください。

総務省 地デジチューナー支援実施センター 0570-023724

平日 午前９時～午後９時／土日祝日 午前９時～午後６時

上記ナビダイヤルがご利用できない場合  FAX:043-302-0284 TEL:043-332-2525

　地上デジタル放送をご覧いただく方法や必要な準備について、相談窓口
を設置いたします。無料の相談窓口となっておりますので、お気軽にご相
談ください。

相談窓口

庄内庁舎１F
6月27日㈪～8月26日㈮ ※平日午前10時～午後4時のみ実施

はさま未来館３F
7月1日㈮～7月31日㈰ ※土日祝日午前10時～午後4時のみ実施

　なお、以下の会場につきましては、デジサポ大分直通の電話機を設置いたします。無料
にてご利用いただけますので、お気軽にご利用ください。また、地デジに関する資料など
も設置しておりますので自由にお持ち帰りください。

無人電話
設置窓口

挾間庁舎２F／湯布院庁舎１F
6月27日㈪～8月26日㈮ ※平日のみ 午前9時～午後5時まで実施

問い合わせ◆総務省 大分県テレビ受信者支援センター 097-548-6010

地
デ
ジ
相
談
窓
口
を
設
置
い
た
し
ま
す

7月24日
アナログ放送
終了

地上デジタル放送の
準備をしていますか？
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由布市自治委員会連合会の
理事をご紹介します

平成
23年度 よろしく

お願いします。

　
由
布
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
や
被
災
者
支
援
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
多
く
の
義
援
金
を
お
預
り
し
て
お
り
ま
す
。
5
月
19
日
に
は
、
社
会
福

祉
法
人
大
分
県
共
同
募
金
会
へ
１
，７
３
１
万
9
千
円
送
金
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
市
内
各
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
由
布
市
内
の
小
中
学
校
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
宮
城
県
登
米
市
に
送
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

が
ん
ば
れ
、
日
本
。

が
ん
ば
れ
、
東
北
。

　
由
布
市
湯
布
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
棟
を
避
難
所
と
し
て
指
定
を

し
ま
し
た
。
避
難
者
が
増
加
し
た
場
合
は
、
福
祉
相
談
棟
も
使
用
で
き
ま
す
。
対

象
自
治
区
は
、
東
石
松
１
、
東
石
松
２
自
治
区
で
す
。

　
石
武
、
光
永
自
治
区
の
避
難
所
と
し
て
石
光
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
じ
敷
地
内
の
石
光
集
会
所
に
変
更
し
ま
す
。

施
設
名

所
在
地

対
象
地
区

収
容
人
員

連
絡
先

由
布
市
湯
布
院

福
祉
セ
ン
タ
ー

湯
布
院
町
川
上

２
８
６
３
番
地

東
石
松
１

東
石
松
２

210
人

０
９
７
７-

８
４-

３
６
１
０

石
光
集
会
所

湯
布
院
町
川
北

１
２
４
３
番
地

石
武

光
永

50
人

災
害
時
の
指
定
避
難
所
の
追
加
お
よ
び

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

由布市自治委員会連合会長
湯布院町自治委員会長

由布市自治委員会連合会副会長
挾間町自治委員会長

由布市自治委員会連合会副会長
庄内町自治委員会長

由布市自治委員会連合会副会長
第 １ ブ ロ ッ ク 会 長

湯 布 院 町
第3ブロック会長 第4ブロック会長 第5ブロック会長

後藤 久生
( 新町 1)

後藤 文雄
( 海老毛 )

栗嶋 正明
( 深谷 )

浦田 政秀
( 中島 )

志手 一夫
( 東石松 3)

江藤 明彦
( 畑倉 )

右田 勰一郎
( 湯平 2)

挾 間 町 庄 内 町
石城川地区会長 由布川地区会長 挾間地区会長 谷地区会長 南庄内地区会長 阿蘇野地区会長 東庄内地区会長 阿南地区会長

後藤 英一
( 山口 )

丹生 眞一
( 三船 )

佐藤 孝義
( 北方 )

工藤 康則
( 同尻 )

工藤 俊次
( 渕 5区 )

工藤 謙二
( 日ヶ暮 )

甲斐 正範
( 大龍東部一区 )

渡邉 次正
( 久保 )
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由
布
市
３
町

商
工
会
合
併
へ

　
由
布
市
の
3
町
商
工
会
は
5
月
中
旬
に

行
わ
れ
た
総
会
で
、
２
０
１
３
年
4
月
に

合
併
し
市
商
工
会
を
設
立
す
る
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。
由
布
地
区
商
工
会
合
併
協

議
会
の
溝
口
会
長
は
「
3
町
と
も
町
の
特

色
や
会
員
の
構
成
な
ど
異
な
る
が
、
新
し

い
組
織
を
つ
く
る
た
め
、
一
体
感
を
持
っ

て
取
り
組
み
た
い
。
合
併
後
も
各
町
の
特

色
を
生
か
せ
る
よ
う
な
組
織
を
つ
く
り

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
各
商
工
会
長

も
「
2
年
後
の
合
併
に
向
け
全
力
を
尽
く

す
。」
と
強
い
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
の
合
併
協
議
は
、
２
０
０
６

年
に
同
協
議
会
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
７
年
に
意
見
が
一
致
せ
ず
に
協
議

が
凍
結
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
に
入

り
、
こ
の
合
併
協
議
会
を
再
開
し
、
今
年

4
月
に
合
併
を
目
指
す
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。
振
興
事
業
は
今
後
協
議
を
続
け
て

い
く
と
の
こ
と
で
凍
結
前
と
大
き
な
変
化

は
な
く
、
そ
れ
で
も
合
意
で
き
た
要
因
と

し
て
、
同
協
議
会
事
務
局
は
「
景
気
低
迷

や
少
子
高
齢
化
で
事
業
環
境
が
悪
化
し
て

お
り
、
足
腰
の
強
い
新
し
い
商
工
会
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。
今
後
、
同
協
議
会
を
中
心
に

新
組
織
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

新県立美術館誘致の取り組み ありがとうご
ざ
い
ま
し
た

　

5
月
13
日
、
由
布
市
湯
布
院
町
の
南
由
布

駅
前
広
場
で
県
立
美
術
館
誘
致
の
市
民
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
３
０
０
人
の

市
民
が
集
ま
り
、
由
布
市
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
や
思
い
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。
首
藤

市
長
は
、「
こ
の
県
立
美
術
館
は
２
０
０
年
、

３
０
０
年
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
由

布
市
に
と
っ
て
最
高
の
財
産
に
な
る
。
大
分

県
の
文
化
芸
術
の
拠
点
と
し
て
県
内
外
に
発

信
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
県
立
美

術
館
由
布
市
誘
致
期
成
会
の
桑
野
和
泉
会
長
は
「
誘
致
場
所
の
こ
の
南
由
布
は
、

交
通
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
昔
か
ら
芸
術
が
根
付
い
て
い
る
。
日
本
で
一
番
美

し
い
場
所
に
美
術
館
を
作
り
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
民
大
会
終
了
後
、
首
藤
市
長
や
桑
野
会
長
ら
は
県
庁
を
訪
問
し
、
広
瀬
勝

貞
知
事
に
要
望
書
を
提
出
。
広
瀬
知
事
は
「
由
布
市
は
立
地
が
よ
く
、
全
国
ブ

ラ
ン
ド
の
町
と
し
て
大
変
す
ば
ら
し
い
。

し
っ
か
り
と
審
査
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
広
瀬
知
事
は
5
月
30
日
、
新

県
立
美
術
館
を
大
分
市
の
い
い
ち
こ
文

化
総
合
セ
ン
タ
ー
北
側
の
県
有
地
を
含

む
一
帯
に
整
備
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
残
念
な
が
ら
県
立
美
術
館
を
誘
致
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
へ
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
参
加
の
も
と
で
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
き

っ
と
由
布
市
の
財
産
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

由
布
市
長　
首
藤  

奉
文

◆
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課(

庄
内
庁
舎)

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
２
２
０
）

▲要望書を提出する桑野会長
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お
も
て
な
し
接
遇
研
修

　
「
接
遇
」
そ
れ
は
、
目
に
見
え
な
い
商
品
。
だ
か
ら
こ
そ
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
の
感
性
次
第
で

お
客
さ
ま
の
満
足
度
を
最
大
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
は
利
用
す
る
企
業
に
、
必
ず
期
待
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
も
マ
ナ
ー
も
相
手

の
思
い
や
り
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
や
り
の
原
点
は
想
像
力
。
相
手
が
何
を

望
む
の
か
、
今
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
想
像
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
「
サ
ー
ビ

ス
」
を
提
供
す
る
。
お
客
さ
ま
の
期
待
以
上
の
満
足
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
顧
客
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

※
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ

　
当
セ
ミ
ナ
ー
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
活
動
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。
申
請
い
た
だ
け
れ
ば
、
研
修
受
講

後
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
活
動
証
明
書
を
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

６
月
17
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

は
さ
ま
未
来
館 

中
研
修
室

日
時

20
人 

※
要
申
込
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

日
時

山
村 

美
穂
子 (

有
限
会
社
フ
ァ
ニ
ー
フ
ェ
イ
ス 

代
表
取
締
役
社
長)

新
規
就
農
者
応
援
隊 

募
集

　
由
布
市
で
は
、
就
業
農
家
人
口
が
平
成
10
年
の
４
，２
２
０
人
か
ら
、
平
成
20
年
に
は
２
，９
５
３
人
と

10
年
間
に
3
割
以
上
減
少
、
農
家
平
均
年
齢
が
65
歳
を
超
え
る
な
ど
後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
協
議
会
で
は
、
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
農
産
品
等
の
地
産
地
消
や
特
産
品
づ
く

り
に
取
り
組
む
新
規
就
農
者
の
育
成
、
確
保
を
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
初
め
て
農
業
に
取
り
組

む
人
々
に
と
っ
て
は
、
農
地
の
確
保
、
技
術
の
習
得
等
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
全
く
一
か
ら
農
業
経
営

を
始
め
る
に
は
厳
し
い
現
状
が
あ
り
、
新
規
就
農
を
目
指
す
人
の
受
け
皿
と
な
っ
て
、
研
修
生
を
受
け
入

れ
た
い
、
将
来
は
農
業
経
営
を
任
せ
た
い
等
を
考
え
て
い
る
農
業
者
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
受
け
入
れ
を
行
う
農
業
者
の
方
々
に
は
、
国
の
事
業
等
で
費
用
の
助
成
な
ど
の
支
援
策
が
あ
り
、

本
協
議
会
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
提
供
や
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

趣
旨
に
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方

農
地
、
農
機
具
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方

研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
方

こ
れ
ら
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

由布市地産地消・特産品ブランド化推進協議会
TEL：097-582-3555／ FAX：097-582-3585

パ
プ
リ
カ
初
収
穫
祭

　

5
月
11
日
、
挾
間
町
鬼

崎
に
あ
る
農
業
生
産
法

人
株
式
会
社
リ
ッ
チ
フ

ィ
ー
ル
ド
由
布
で
パ
プ

リ
カ
の
初
収
穫
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
関

係
者
ら
50
人
が
出
席
し
、
広
瀬

勝
貞
知
事
や
首
藤
市
長
ら
が
収
穫
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

収
穫
作
業
を
体
験
し
た
後
は
パ
プ
リ
カ
の
試
食
会
が
行
わ

れ
、
肉
厚
で
歯
ご
た
え
が
あ
り
お
い
し
い
と
好
評
で
し
た
。

　
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
由
布
に
あ
る
パ
プ
リ
カ
栽
培
施
設

は
昨
年
12
月
15
日
に
第
1
期
工
事
が
竣
工
し
、
今
年
3
月

25
日
に
パ
プ
リ
カ
の
出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。
6
月
に
は

第
2
期
工
事
が

竣
工
予
定
で
、

国
内
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
生
産
体

制
を
目
指
し
ま

す
。

▶
小
林
社
長
の
あ
い
さ
つ

▶
西
日
本
最
大
規
模
の
ハ

ウ
ス

▶
肉
厚
の
パ
プ
リ
カ
は
大

変
好
評
で
し
た

▶
収
穫
作
業
を
体
験
す
る

広
瀬
知
事

▶
パ
プ
リ
カ
の
収
穫
を
う

れ
し
そ
う
に
話
す
首
藤

市
長

色鮮やかなパプリカ▲
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1
趣
旨

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
推
進
事
業

「
由
布
市(

若
者
定
住
支
援
事
業)

」
は
、

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
由
布
市
が
連
携
・

協
働
し
て
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　

本
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、
市
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
し
て
、
独
身
男
女

の
出
会
い
の
機
会
と
な
る
場
を
創
出

し
、
結
婚
に
よ
る
若
者
の
定
住
促
進

や
少
子
化
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
事
業
推
進
を
図
る
た

め
に
、
由
布
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
任
意

団
体
に
、
事
業
の
広
報
・
啓
発
や
、

出
会
い
の
機
会
と
な
る
企
画
な
ら
び

に
実
施
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

2
委
託
事
業
の
内
容

事
業
の

名

称

由
布
市（
若
者
定
住
支
援
事
業
）

委
託
事

業

の

内

容
・
独
身
男
女
の
出
会
い
の
機
会

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
企

画
・
実
施

・
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
・
本
事
業
の
広
報
・
啓
発
活
動

委
託
予

定

額

60
万
円
以
内

委

託

期

間

契
約
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31

日
ま
で

3
応
募
資
格
等

⑴
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体

①
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
市
内
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
非
営
利
を
目
的
と
し

た
団
体
で
あ
る
こ
と

②
組
織
の
運
営
に
関
し
て
定
款
も
し
く
は

規
則
を
設
け
て
い
る
こ
と

③
団
体
の
構
成
員
が
10
人
以
上
で
、
か
つ

連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
責
任

者
等
が
い
る
こ
と

④
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
主
た
る
目
的

と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と

⑤
特
定
の
公
職
者(

候
補
者
を
含
む)

、
ま

た
政
党
を
推
薦
、
支
持
、
反
対
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と

⑥
事
業
を
完
了
で
き
る
こ
と

⑵
応
募
方
法

①
応
募
期
限 

7
月
7
日
㈭
午
後
5
時

②
応
募
方
法 

所
定
の
様
式
1
か
ら
６(

企

画
提
案
応
募
書
、
企
画
立
案
書
、
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
予
算
書
、
団
体
に
関

す
る
調
書
、
役
員
・
職
員
名
簿)

お
よ
び

定
款
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
の
写

し
等
こ
れ
ら
す
べ
て
の
書
類
の
提
出

③
提
出
先  

総
合
政
策
課
も
し
く
は
挾

間
・
庄
内
・
湯
布
院
各
振
興
局
の
地
域

振
興
課
ま
で
。

※
応
募
書
類
は
、
由
布
市
役
所
総
合
政
策

課
に
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
由
布
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

4
委
託
先
の
決
定

⑴
選
考
方
法

委
託
先
は
、
第
1
次
審
査(

書
類
審
査)

、

第
2
次
審
査(

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン)

を
経
て
決
定
し
ま
す
。

⑵
審
査
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日

応
募
団
体
に
通
知
し
ま
す

⑶
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
の
あ

っ
た
す
べ
て
の
団
体
に
通
知
し
ま
す
。

⑷
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
、
由
布
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ●総合政策課（庄内庁舎） ☎097-582-1111（内線226）
〒879-5498 由布市庄内町柿原302　E-mail：sougou@city.yufu.oita.jp

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
推
進
事
業

「
由
布
市（
若
者
定
住
支
援
事
業
）」
業
務
委
託
公
募
要
領

　
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
、
こ
の
た
び
民
生
委

員
児
童
委
員
を
退
任
さ
れ
た
大

谷
ユ
フ
コ
さ
ん
と
生
嶋
孝
子
さ

ん
が
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
5
月
16
日

に
は
、
首
藤
市
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
、
大
谷
ユ
フ
コ
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
の
支
え
で
務
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。
民
生
委
員
児
童
委
員

は
、
地
域
社
会
の
中
で
住
民
福

祉
に
関
す
る
相
談
援
助
活
動
の

ほ
か
「
健
や
か
に
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
総
務
大
臣
か
ら
の
委

嘱
を
受
け
行
政
相
談
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
渡
邉
音
一
さ
ん
と

小
野
明
生
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
は

17
年
間
、
小
野
さ
ん
は
2
年
間

そ
れ
ぞ
れ
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談

を
皆
さ
ん
か
ら
聴
い
て
、
公
平
、

中
立
の
立
場
で
、
そ
の
解
決
や

実
現
促
進
を
図
る
こ
と
、
同
時

に
こ
れ
ら
の
声
を
行
政
の
制
度

お
よ
び
運
営
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

▲大谷ユフコさん(右)と生嶋孝子さん(左)小野明生さん▲

渡邉音一さん▲

厚生労働大臣特別表彰受賞行政相談員感謝状贈呈
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大分市 市民課・鶴崎支所・稙田支所 別府市 市民課
中津市 市民課 竹田市 市民課

杵築市 市民課・山香振興課
大田振興課 宇佐市 市民課

由布市 市民課(庄内庁舎) 国東市 市民健康課・国見総合支所
武蔵総合支所・安岐総合支所

日出町 住民課 九重町 ふれあい生活課
佐伯市 市民課 豊後大野市 市民生活課

【参加市町】

佐伯市

臼杵市

津久見市

大分市由布市

別府市

日出町

杵築市

国東市豊後高田市

姫島村

九重町

玖珠町

日田市

中津市
宇佐市

竹田市

豊
後
大
野
市

お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に

新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
す

【
佐
伯
市
・
豊
後
大
野
市
】

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
参
加
市
町
で

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
本
な
ど
各
種
証
明
書
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
方
は
、
参
加
市
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
に
限
ら
れ

ま
す
。

交付できる証明書 利用できる人 手数料
住民票の写し 本人、本人と同一世帯の人 300円
印鑑登録証明書 本人のみ 300円
戸籍謄・抄本 本人、本人と同一戸籍の人、

除籍者で当該戸籍に記載されている者
450円

戸籍の附票 300円

身分証明書 本人のみ 300円
(杵築市は400円)

【取り扱い内容】

【取り扱い窓口】

◆印かんと、来庁者の身分証明書をお持ちください。 ( 運転免許証、
パスポート、住民基本台帳カードなど、官公庁発行の顔写真入
りの身分証、または健康保険証等 )

◆「印鑑登録証明書」を請求の場合は、各市町発行の印鑑登録証を
お持ちください。

問い合わせ◆市民課（庄内庁舎） ☎097-582-1111（内線151・152）

平成23年7月1日参加

平
成
22
年
度
分 

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
の
公
表

　
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
3
項
お
よ
び
第
11
条
の
2
第
12
項
に
基
づ
き
、
住
民

基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

請求機関の名称 請求事由の概要 閲覧日 閲覧に係る住民の範囲

1 自衛隊
大分地方協力本部

自衛官募集に関わる広報を行う
ため

平成22年
5月17日

由布市全域
平成4年4月2日～平成5年4月1
日生 男女

■国または地方公共団体の機関による閲覧請求状況

■個人または法人による閲覧申出状況
申出者の氏名

(法人の場合はその名称および代表者) 利用目的の概要 閲覧日 閲覧に係る住民の範囲

1
株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役社長 鈴木稲博

「大都市圏に関する世論調査」の
対象者抽出のため
(委託者：内閣府大臣官房政府広報室長 )

平成22年
6月25日

庄内町北大津留・小挾間・東大
津留・西大津留・南大津留
満20歳以上 男女

2
株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役社長 鈴木稲博

「外交に関する世論調査」の対象
者抽出のため
(委託者：内閣府大臣官房政府広報室長 )

平成22年
10月13日

挾間町医大ヶ丘三丁目
満20歳以上 男女

3
株式会社
サーベイリサーチセンター
代表取締役 藤澤士朗

「平成22年通信利用動向調査」
の対象者抽出のため
(委託者：総務省情報通信国際戦略局長 )

平成22年
11月16日

庄内町長野・大龍
挾間町北方・向原・下市
湯布院町川上
満20歳以上 男女

4 社団法人中央調査社
会長 中田正博

「消費行動に関する意識調査」の
対象者抽出のため
(委託者：ドイツ日本研究所長 )

平成22年
11月18日

挾間町谷
満40歳以上 男女

5 社団法人中央調査社
会長 中田正博

「社会意識に関する世論調査」の
対象者抽出のため
(委託者：内閣府大臣官房政府広報室長 )

平成22年
12月22日

庄内町西長宝
満20歳以上 男女

6 社団法人中央調査社
会長 中田正博

「子育て期における働き方と生
活の調和に関する調査」の対象
者抽出のため
(委託者：国立大学法人お茶の水女子大学長)

平成22年
12月22日

挾間町挾間
26歳以上38歳以下の女性
12歳以下の子どもを持つ50歳
以下の男性

7 株式会社 ビデオリサーチ
代表取締役社長 若杉五馬

「2011年全国たばこ喫煙者率調
査」の対象者抽出のため
(委託者：日本たばこ産業株式会社 たばこ事業本部情報部長 )

平成23年
1月7日

湯布院町塚原
大正10年5月1日～平成3年4月
30日生 男女
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家屋全棟調査実施のお知らせ
　
由
布
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
建

物
を
対
象
に
家
屋
全
棟
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
家
屋
全
棟
調
査
と
は
？

　
由
布
市
内
に
あ
る
全
て
の
家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
し
て
あ
る
記
載
事
項
（
所
在
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
等
）
と
比

較
し
、
増
改
築
や
未
登
記
に
よ
る
課
税
も
れ
、
ま
た
は
、
取
り
壊
し
等

が
あ
る
家
屋
を
調
査
す
る
も
の
で
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
と
の

公
平
を
期
し
、
公
正
で
適
切
な
課
税
を
目
指
す
も
の
で
す
。
（
過
去
、

湯
布
院
町
で
は
平
成
6
年
度
に
町
内
全
域
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
）

■
調
査
開
始
予
定

　
本
年
度
の
調
査
地
域

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
調
査
方
法 

・
家
屋
の
調
査
員
が
2
〜
3
人
・
1
組
で
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
。

  

調
査
員
は
身
分
証
明
書
等
を
携
帯
し
、
腕
章
と
名
札
を
着
用
し
て
い

ま
す
。

・
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
課
税
台
帳
お
よ
び
図
面
等

と
実
際
に
あ
る
家
屋
を
照
合
し
な
が
ら
、
外
観
を
確
認
し
ま
す
。

 

（
原
則
的
に
家
屋
の
中
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
）

・
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
敷
地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

・
留
守
の
場
合
に
も
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
所
有
者
等
の
確

認
の
た
め
お
尋
ね
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
台
帳
と
照
合
が
で
き
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
家
屋
調
査
済
証
（
2
㎝

×
4
㎝
・
濃
緑
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
玄
関
等
、
目
に
付
く
所
に
貼

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
課
税
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
が
調
査
で
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
後
日
日

程
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
改
め
て
調
査
に
お
伺
い
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(

お
願
い)

・
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
時
は
、
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
や
新
増
築

さ
れ
た
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確
認
申
請
お
よ
び
登
記
申

請
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
は
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年　
度

対
象
地
域
名

平
成
23
年
6
月
〜

平
成
23
年
12
月 

湯
布
院
町
全
域

問い合わせ●税務課資産税係 ☎097-582-1111（内線139・141）

　里親とは、さまざまな事情に
より家庭で生活を送ることがで
きない子どもを家庭に迎え入れ、

温かい雰囲気の中で
豊かな愛情を持って
育ててくださる方の
ことで、特別な資格
は必要ありません。

　実際に、子どもを里親に委託する期間も、
数日から数年までさまざまです。児童養護
施設等に入所している子どもをお盆やお正
月に預かる「トライアル里親」も募集して
います。
　関心のある方は、お気軽に里親制度説明
会にお越しください。

里親になりませんか

■日時　６月29日㈬ 午後２時～午後４時
■場所　はさま未来館２階 小研修室
■参加料　無料
■問い合わせ　大分県中央児童相談所
　　　　　　　☎097-544-2016

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

第
6
回
由
布
市
大
会
を
開
催
し
ま
す

ご参加
ください

◆
日
時　
7
月
16
日
㈯ 

午
前
9
時
30
分
か
ら(

受
付
：
午
前
9
時
か
ら)

◆
場
所　
庄
内
町
「
庄
内
公
民
館
」

◆
内
容　
●
優
秀
作
文
・
標
語
の
表
彰(

小
・
中
・
高
生
各
3
人)

　
　
　
　
●
最
優
秀
作
文
の
朗
読(

小
・
中
・
高
生
各
1
人)

　
　
　
　
●
記
念
講
演　
気
象
予
報
士
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
花
宮 

廣
務
氏

◆
そ
の
他

　
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
大
分
刑
務
所
に
よ
る
作
品
展
示
・
販
売
が
あ
り
ま
す
。

 
行
動
目
標

　
◎
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

　
◎
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う

　
◎
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う

◆
問
い
合
わ
せ　
人
権
・
同
和
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）
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●
目
的

　
市
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
位
置

情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
認
知

症
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る
家
族
等

に
対
し
、
認
知
症
高
齢
者
等
の
事
故
を

未
然
に
防
止
し
安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
家
族
の
身
体
的
お
よ
び
精

神
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
家
族
が
安

心
し
て
介
護
で
き
る
環
境
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
等
と
は
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行

動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
多
少
見
ら
れ
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
さ
れ
た
方
を
い
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
補
助
の
対
象
と
な
る
方
は
、
由
布
市
に
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
在
宅
の

認
知
症
高
齢
者
等
を
常
時
介
護
し
て
い
る
家
族
等
の
方
で
す
。

●
補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
利
用
し
て
位
置
情
報
を
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
時
の
初
期
経
費
と
し
、
補
助
金
額
は
８
，０
０
０
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
発
生
す
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
補
助
対
象
外
と
し
ま
す
。

 

安
心
し
て　
　
　

で
き
る

護
介

環
境
を
つ
く
り
ま
す

●
目
的

　
市
で
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
等
に
よ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
紙

お
む
つ
や
尿
と
り
パ
ッ
ド
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
に
対
し
て
、
肉
体
的
、
精
神
的
お
よ
び
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る

家
族
等
の
方

①
由
布
市
に
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
在
宅
の
高
齢
者
等
の
方

②
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
要
介
護
4
ま
た
は
要
介
護
5
の
認
定
を
由
布

市
で
受
け
て
い
る
方

③
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
方

④
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

●
交
付
申
請

　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
紙
お
む
つ
等
の
領
収
書（
レ
シ
ー
ト
を
含
む
。）を
添

え
て
、
購
入
し
た
月
ご
と
に
1
ヵ
月
分
を
ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
は
、
紙
お
む
つ
等
を
購
入
し
た
月
の
属
す

る
年
度
の
末
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
の
額

　
月
額
５
，０
０
０
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

※
一
部
交
付
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
福
祉
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の　
　
　

負
担
を

護
介

軽
減
し
ま
す

GPS

問い合わせ●福祉対策課（湯布院庁舎） ☎0977-84-3111（内線314）
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おしえて !
国民年金

追納をおすすめします！
　国民年金保険料の免除(全額免除・一部納付)・
若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受けられ
た期間がある場合、保険料を全額納めたときより
も老齢基礎年金の受取額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取
る老齢基礎年金を増額するために、10年以内で
あればさかのぼって納める(追納)ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年
度から起算して3年度目以降に追納されると、当
時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
　追納のお申し込みは次までお問い合わせくださ
い。

国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ

●問い合わせ
　保険課国保年金係　☎0977-84-3111（内線330）
　大分年金事務所　　☎097-552-1211

◆開催日　平成24年１月８日㈰
◆日程　式典：午前11時から
◆開催場所　式典：はさま未来館３階 文化ホール
　　　　　　(由布市挾間町)
◆対象　平成３年４月２日から平成４年４月１日まで

に生まれた方
◆参加希望申し込み
　平成23年12月10日時点で
　①由布市に住民票がある方 特に申し込みの必要はあ

りません。
　②由布市に住民票がない方 
　　申込受付期間：平成23年７月11日㈪から受け付け

を始めます。平成23年11月末までにお申し込みく
ださい。

　　受付時間は、土日、祝日を除く午前８時30分～午
後５時まで)

　　申込方法：新成人者ご本人または代理の方が電話
等でお申し込みください。

◆成人式のご案内
　式典の参加対象となる新成人者には、12月中旬に
成人式の案内状を送付します。

◆申込み・問い合わせ　由布市教育委員会 生涯学習課
　☎0977-84-3111（内線225）

平成24年
由布市成人式のお知らせ

<健診に必要なもの>
　19歳～39歳の方
　・健診料 1000円
　・由布市民とわかる証明
　　(運転免許証、保険証など)

<健診場所>
　健診場所は、地区の健診のみ
です。医療機関での健診はでき
ません。
※会社の健診などを受ける機会がある方
は、会社での健診を優先してください。

<健診日程>　※がん検診は別日の実施です。
月日 受付時間 場所 対象の地区

6月27日㈪ 14：00～15：00 庄内庁舎１F保健センター 全地区
17：30～19：00 庄内庁舎１F保健センター 全地区

7月4日㈪
9：30～10：15 はさま未来館１F健康センター 北方・宮田・生田原

10：15～11：00 はさま未来館１F健康センター 中村・柏野
13：30～14：30 はさま未来館１F健康センター 上市

7月5日㈫ 9：30～10：00 湯布院B&G 全地区
13：00～13：30 湯布院塚原公民館 全地区

7月6日㈬ 9：30～10：30 湯布院庁舎コミュニティーセンター 全地区
7月7日㈭ 9：30～11：00 はさま未来館１F健康センター 赤野・鬼崎・同尻・田ノ小野

13：30～14：30 はさま未来館１F健康センター 下市・雇用促進
7月12日㈫ 9：30～11：00 はさま未来館１F健康センター 鶴田・池ノ上・鬼瀬

13：30～14：30 はさま未来館１F健康センター 全地区
7月13日㈬ 13：30～14：30 はさま未来館１F健康センター 全地区

17：00～18：30 はさま未来館１F健康センター 全地区
7月19日㈫ 13：30～14：30 はさま未来館１F健康センター 全地区

17：00～19：00 はさま未来館１F健康センター 全地区
7月21日㈭ 9：00～ 9：30 庄内阿蘇野小学校 阿蘇野

10：30～11：00 庄内直野内山公民館 直野内山
7月26日㈫ 9：30～10：00 庄内大津留小学校 全地区

13：30～14：30 庄内庁舎１F保健センター 全地区

全部大切な
検査です。

オプションで胸部レントゲンなども受けることが
できます。

健康診断を受けていますか?19歳から39歳の皆さんへ

仕事や飲み会に忙しくて、
生活が乱れがちの方

健康診断を
受けたことのない学生さん

子育てが忙しくて、
健康診断を受けていないお母さん

　由布市民であれば19歳～39歳の若い世代の方も、地域の公民館や市役所などで行われている健康診断を受
けることができます。

<健診ってなにをするの？>
身体計測 医師の問診 採　血 血圧測定

●問い合わせ
　由布市役所健康増進課
　☎0977-84-3111
　(内線363)

市政だより

尿検査
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住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
義
務
化

　
平
成
23
年
6
月
1
日
か
ら
新
築
を
含
め
た
「
す
べ
て
の
住
宅
」

へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
宅
火
災
で
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
よ
っ
て
火
災
の
発
生
を
早
く
知

り
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
全
戸
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
池
切
れ
に
ご
注
意
!!

　
平
成
18
年
ご
ろ
に
設
置
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
の
寿
命
が
き
て
い
る
機
種

も
あ
り
ま
す
。
電
池
切
れ
の
場
合
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
作
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
時
期
に
設
置
さ
れ
た
方
は
、
取
扱
説
明
書
な
ど
の
確
認
の
上
、
点
検
を
お
願
い
し
ま

す
。

水
難
事
故
に
注
意
!!

　
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
魚
釣
り
等
、
海
や
川
へ
遊
び
に
行
く
機
会
が
増
え
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
暑
い
季
節
で
の
水
遊
び
は
楽
し
い
行
事
で
す
が
、
一
歩
間
違
う
と
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

・
飲
酒
し
て
海
や
河
川
に
は
絶
対
に
入
ら

な
い
。

・
天
気
が
良
く
て
も
、
河
川
が
増
水
し
て

い
る
と
き
は
入
ら
な
い
。

・
上
流
で
の
集
中
豪
雨
な
ど
、
急
激
な
増

水
に
注
意
す
る
。

・
保
護
者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
水
辺
等
で
釣
り
を
す
る
と
き
は
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
。

水
難
事
故
が
発
生
、
ま
た
は
目
撃

し
た
ら

　
大
き
な
声
で
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

周
り
の
人
に
知
ら
せ
、
す
ぐ
に
１
１
９
番

通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
に
備
え
、
水
辺
の
危
険
性
を
知

る
だ
け
で
な
く
、
応
急
手
当
や
着
衣
水
泳

な
ど
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　
由
布
市
消
防
本
部 

予
防
課　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
５
０
０

温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
研
究
会
設
立

　
5
月
9
日
、
大
分
県
由
布
市
と
和
歌
山

県
田
辺
市
、
山
形
県
上
山
市
の
3
市
は
、

自
然
環
境
を
生
か
し
た
滞
在
型
健
康
保
養

地
を
目
指
す
「
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
研
究

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
3
市
は
国
と
連

携
し
、
温
泉
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ク
ア
オ
ル
ト
と
は
ド
イ
ツ
語
で
「
健
康

保
養
地
」
の
意
味
で
、
由
布
市
湯
布
院
町

で
は
約
40
年
前
に
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
を
掲

げ
て
独
自
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
多
く
の
市
で
健
康

を
目
的
と
し
た
観
光
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
民
間
レ
ベ
ル
で
交

流
を
続
け
て
き
た
3
市
で
協
力
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
確
立
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
東
京
都
に
あ
る
都
道
府
県
会

館
に
お
い
て
第
1
回
研
究
会
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
１
０
０
人
が

出
席
。
そ
の
中
で
「
地
域
資
源
を
活
用

し
、
心
と
体
を
元
気
に
す
る
質
の
高
い

健
康
保
養
地
」
を
目
指
す
ク
ア
オ
ル
ト
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。
同
研
究
会
の
会
長

に
就
任
し
た
首
藤
市
長
は
「
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
国
民
の
多
く
が
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
今
、
温
泉
地
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
地
域
の
食
や
自

然
、
伝
統
文
化
を
健
康
と
い
う
視
点
で
見

直
し
、
日
本
の
風
土
に
合
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
保
養
地
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
は
当
面
人
材
育
成
や
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
、
視
察
研
修
の
受
け
入
れ
な
ど
に
取
り

組
み
、
交
流
の
輪
を
全
国
に
広
げ
て
い
く

方
針
で
す
。

市政だより
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市政だより

希
少
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生
育
調
査
の
結
果
を

お
知
ら
し
ま
す

　
希
少
生
物
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
挾
間
町
谷
地
区
の
白
岳
周

辺
に
お
い
て
希
少
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生
育
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
平
成
22
年
3
月
か
ら
今
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
行
わ
れ
、
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
由
布
市
挾
間
町
谷
地
区
に
は
多
く
の
希
少
生
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
市
報
ゆ
ふ
で
は
、
2
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
希
少
動
植
物
の
中
か
ら
、
特
徴
的
な
も

の
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
由
布
市
に
生
息
す
る
希
少
生
物
に
つ
い
て
】

○ 

維
管
束
植
物 

12
種
、
藻
類 

1
種

う
ち 

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

9
種
、
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

12
種

う
ち 

国
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
4
種
、
準
絶
滅
危
惧
5
種

う
ち 

県
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
3
種
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
4
種
、
準
絶
滅
危
惧
5
種

○ 

哺
乳
類
7
種
・
鳥
類
10
種
・
爬
虫
類
1
種
・
両
生
類
2
種
・
魚
類
1
種

う
ち 

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

11
種
、
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

19
種

う
ち 

国
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
4
種
、
準
絶
滅
危
惧
4
種
※
、
情
報
不
足
3
種

※
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
種
の

保
存
法
」
と
い
う
）
」
に
よ
り
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鳥
類

1
種 

↓ 

オ
オ
タ
カ

う
ち 

県
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
1
種
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
5
種
、
準
絶
滅
危
惧
12
種
、
情
報
不

足
1
種

○
陸
上
昆
虫
類
等
6
種
、
陸
・
淡
水
産
貝
類
11
種

う
ち 

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

12
種
、
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク 

10
種

う
ち 

国
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
1
種
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
3
種
、
準
絶
滅
危
惧
4
種
、
地
域
個
体

群
1
種
、
情
報
不
足
3
種

う
ち 

県
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
2
種
、
準
絶
滅
危
惧
5
種
、
情
報
不
足
3
種

特
別 

専
門
家
の
指
摘
に
よ
る
選
定
種
2
種
（
シ
ロ
ヒ
メ
ベ
ッ
コ
ウ
・
オ
オ
ク
ラ
ヒ
メ

ベ
ッ
コ
ウ
）

ヤナギ科 イヌコリヤナギユキノシタ科 タコノアシマメ科 イヌハギ

セリ科 ミツバグサリンドウ科 センブリガガイモ科 フナバラソウムラサキ科 ホタルカズラ

シソ科 ミゾコウジュキク科 イズハハコラン科 シランラン科 エビネ

ラン科 キンランシャジクモ科 シャジクモ

植 物

挾
間
町
谷
地
区
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市政だより

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
科

コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
科

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科

モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科

ユ
ビ
ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科

テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ

哺乳類

ネ
ズ
ミ
科

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科

ノ
レ
ン
コ
ウ
モ
リ

カ
モ
科 

オ
シ
ド
リ

タ
カ
科 

ハ
チ
ク
マ

タ
カ
科 

ハ
イ
タ
カ

タ
カ
科 

サ
シ
バ

フ
ク
ロ
ウ
科

　
フ
ク
ロ
ウ

ア
マ
ツ
バ
メ
科

　
ア
マ
ツ
バ
メ

ヒ
タ
キ
科

　
キ
ビ
タ
キ

カ
サ
サ
ギ
ヒ
タ
キ
科

　
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ

鳥 類

タ
カ
科 

オ
オ
タ
カ

タ
カ
科 

ノ
ス
リ

　
今
回
調
査
対
象
と
な
っ
た
地
区
は
古
来
よ
り
慢
性
的
な
水
不
足
が
起
き
や
す
い
地
区
で
あ
り
、

乾
燥
気
味
で
貧
栄
養
な
土
質
で
し
た
が
、
現
在
で
は
ス
ギ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
多
く
の
植
物
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
重
要
種
と
さ
れ
る
動
植
物
も
多
く
生
息
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
が
、
国
で
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
32
種
、
県

で
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
41
種
、
ま
た
専
門
家
の
指
摘
と
し
て
2
種
、
合
計
75
種
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

市
内
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
に
係
る

監
視
体
制
を
強
化
す
る
た
め

県
職
員
併
任
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
5
月
25
日
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
立
ち
入
り
検
査

業
務
の
実
施
に
係
る
併
任
職
員
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
操
業
に
あ
た
っ
て
地
域
住
民
の
生

活
環
境
へ
の
影
響
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
市
町

村
職
員
を
大
分
県
職
員
に
併
任
し
、
立
ち
入
り
検
査
権
を
付

与
し
て
、
産
業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
の
早
期
発
見
・
早
期

解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
中
津

市
、
杵
築
市
、
佐
伯
市
に
次
い
で
、
4
番
目
の
制
度
活
用
市

町
村
と
な
り
ま
す
。

所   属 職   名 氏   名
環境商工観光部環境課 課  長 生 野 重 雄

同上 課長補佐 森 山 徳 章
同上 課長補佐 高 田　  英

●
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
産
廃
・
温
暖
化
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）
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教えて! 甲斐指導員
４月から５月上旬に植え付けた春夏野菜の収穫が始まります。
雨の多い季節なので、十分な排水対策をしてください。水はけが悪いと、
生育が悪くなります。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

市政だより

ナ
ス

　

ナ
ス
は
全
生
育
期
間
に
わ
た
っ
て
多
湿
を
好
む
た

め
、
か
ん
水
を
十
分
行
い
ま
す
。
追
肥
は
半
月
に
1

回
を
目
安
に
、
株
の
ま
わ
り
に
ま
き
、
土
と
混
ぜ
ま
す
。
せ

ん
定
は
側
枝
の
花
の
上
の
葉
を
1
枚
残
し
て
摘
心
し
ま
す
。

果
実
を
収
穫
後
、
基
部
2
芽
の
う
ち
強
い
芽
の
上
で
切
り
戻

し
せ
ん
定
し
ま
す
。
そ
の
芽
が
大
き
く
な
り
、
つ
ぼ
み
が
見

え
て
く
る
と
前
回
同
様
、
つ
ぼ
み
の
上
の
葉
を
1
枚
残
し
て

摘
心
し
ま
す
。 

ト
マ
ト

　

最
初
の
追
肥
は
果
実
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
大
き
さ
に

な
っ
て
か
ら
行
い
、
そ
の
後
20
日
お
き
ご
と
に
株
の

ま
わ
り
に
ま
き
、
土
と
混
ぜ
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
や
傘
な
ど
で

雨
よ
け
栽
培
に
す
る
と
病
気
に
な
り
に
く
く
、
糖
度
の
高
い

甘
い
実
が
収
穫
で
き
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ

　

1
回
目
の
追
肥
は
収
穫
が
始
ま
っ
て
10
日
目
く
ら

い
か
ら
行
い
ま
す
。
2
回
目
以
降
は
15
〜
20
日
間
隔

で
行
い
ま
す
。
1
本
仕
立
て
と
し
、
支
柱
を
立
て
て
き
ゅ
う

り
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
つ
る
を
誘
引
し
ま
す
。
主
枝(

親
づ
る)

は
、

手
の
届
く
高
さ
で
芯
止
め
し
ま
す
。
下
か
ら
5
節
目
ま
で
の

子
づ
る
は
取
り
除
き
ま
す
。
6
節
目
以
上
の
子
づ
る
は
2
節

程
度
で
摘
芯
し
ま
す
。

ス
イ
カ

　

1
株
で
4
〜
5
果
、
子
づ
る
の
15
〜
20
節
に
着
果

さ
せ
ま
す
。
着
果
節
位
が
低
い
と
「
す
入
り
果(

中

に
空
洞
が
あ
る)

」
の
可
能
性
が
高
い
の
で
取
り
除
き
ま
す
。

本
葉
4
〜
5
枚
の
時
、
親
づ
る
を
芯
止
め
し
、
4
〜
5
本
の

子
づ
る
を
出
さ
せ
ま
す
。
30
㎝
ぐ
ら
い
に
伸
び
た
頃
、
弱
い

子
づ
る
は
取
り
除
き
、
3
〜
5
本
仕
立
て
に
し
ま
す
。
最
初

の
追
肥
は
開
花
4
〜
5
日
前
、
2
回
目
は
着
果
後
、
果
実
が

こ
ぶ
し
大
に
な
っ
た
頃
に
つ
る
の
先
端
付
近
に
ま
き
ま
す
。

由
布
市
農
業
再
生
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

農
業
経
営
の
改
善
と
食
料
自
給
率
の

向
上
を
目
的
と
し
た
「
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
」
の
本
格
実
施
に
伴
い
、

全
国
的
に
「
農
業
再
生
協
議
会
」
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
業
再
生
協
議
会
は
、
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
実
施
主
体
と
し

て
、
戦
略
作
物
（
大
豆
等
）
の
生
産
振

興
や
、
そ
の
作
物
を
生
産
す
る
担
い
手

の
育
成
、
そ
し
て
農
地
の
問
題
を
併
せ

て
協
議
・
検
討
す
る
組
織
で
す
。

　

由
布
市
で
も
、
行
政
と
農
業
者
団
体

そ
し
て
生
産
者
の
代
表
な
ど
を
構
成
員

と
し
て
、
各
農
協
単
位
で
設
置
さ
れ
て

い
た
「
水
田
農
業
推
進
協
議
会
」
と

「
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
」
を
整
理
統
合
し
、
併
せ
て
耕
作
放

棄
地
の
解
消
な
ど
を
行
う
由
布
市
農
業
再
生
協
議
会
（
会
長
：
清

水
嘉
彦
副
市
長
）
の
設
立
総
会
が
5
月
26
日
に
市
役
所
挾
間
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
円
滑
に
推
進
す
る
た

め
、
推
進
作
物
の
助
成
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、「
由
布
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）」
を

検
討
し
て
作
成
す
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

由
布
市
農
業
再
生
協
議
会
事
務
局
（
挾
間
庁
舎
）

　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
１
・
１
３
５
２
）
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ちびっこ広場 (9:30～11:30 挾間健康センター)
６月10日、６月17日、６月24日
７月 1日、７月 8日、７月15日

６月16日㈭ ３歳児健診
(13:00～ ゆふいん子育て支援センター)

７月26日㈫ ４～５ヵ月児健診
(13:00～ コミュニティーセンター)

健 康 カ レ ン ダ ー

挾 間

庄 内

湯布院

６月 9日㈭ ３歳児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

６月22日㈬ 10～11ヵ月児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

７月 6日㈬ １歳６ヵ月児健診
(13:15～ 挾間健康センター)

７月20日㈬ ４～５ヵ月児健診
(13:30～ 挾間健康センター)

７月15日㈮ 幼児健診
(13:15～ 庄内保健センター)

休日在宅当番医
●内科・外科医
6/12 おざきホームケアクリニック（庄内）

☎097-582-0013
6/19 佐藤医院（庄内）

☎097-582-3131
6/26 南由布クリニック(湯布院)

☎0977-85-5245
7/ 3 さとう消化器・大腸肛門クリニック(挾間)

☎097-583-8050
7/10 足立クリニック(湯布院)

☎0977-28-2226
7/17 ひろたクリニック(挾間)

☎097-583-5777
7/18 岩男病院(湯布院)

☎0977-84-3101
7/24 ごとう医院（挾間）

☎097-540-7800
●歯科医
6/12 吉村歯科クリニック(挾間)

☎097-586-3081
7/10 木本歯科クリニック(挾間)

☎097-583-3385

市政だより

椎
茸
の
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　由布市の情報発信番組「ゆ
ふばん！」をご存じですか?
由布市のイベント情報やお知
らせをはじめ、オススメグル
メや観光スポットなどを毎週
ご紹介しています。
http://www.e-obs.com/blog/yufuban/
　番組ホームページも開設していますので、
ぜひご覧ください。週末土曜日の午後はOB
Sラジオをよろしくお願いします。
■放送日時
　毎週土曜日 午後１時～午後１時55分

OBSラジオ「ゆふばん！」
好評放送中！

まるんちゃん♪

◎取り上げてほしい話題等がありましたら、
総務課秘書広報係（☎097-582-111
　1）までご連絡ください。
◎市役所各庁舎内にリクエストBOXを設
置しました。どなたでもリクエストでき
ますので、ぜひお気に入りの曲をリクエ
ストしてください♪

　

４
月
27
日
、
第
５
回
由
布
市
乾
椎
茸
品
評
会
が
庄
内

庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
由
布
市
椎
茸
生
産
者
協
議

会（
佐
藤
勝
美
会
長
）主
催
の
も
と
、
会
員
の
生
産
技
術

の
向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、「
ど
ん
こ
」

「
こ
う
こ
」
「
こ
う
し
ん
」
の
３
部
門
に
55
点
の
出
品
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
雨
、
乾
燥
で
大
変
厳
し
い
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
い
ず
れ
も
上
質
な
椎
茸
ば
か
り
の
出
品
と
な
り
、
最

優
秀
賞
に
は
古
庄
一
成
さ
ん（
庄
内
町
西
大
津
留
：
こ
う

こ
の
部
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
54
回
大
分
県
乾

椎
茸
品
評
会
も
行
わ
れ
、
箱
物
の
部
で
後
藤
文
生
さ
ん
、

古
庄
一
成
さ
ん
が
林
野
庁
長
官
賞
を
、
袋
物
の
部
で
後
藤

文
生
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。
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今月の税／料
● 国民健康保険税（普通）   1 期分
● 介護保険料（普通）   1 期分
● 市県民税   1 期分
● 入湯税   ６月期分（５月分）

納期限　平成23年６月30日㈭

大分エコライフプラザ情報
● 再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を

無料でお譲りします～
申込期限●７月３日㈰ 正午まで
　大分エコライフプラザにて随時受付をしていま
す。当選時の持ち帰りは各自で行ってください。

抽選日時●７月３日㈰ 12：30～
※フリーマーケットも同時開催。出店希望の申込
締切日は６月17日㈮です。

問い合わせ●大分エコライフプラザ
　　　　　☎097-588-1410

市政だより

〔コミュニティバス〕
　総務部 総合政策課
〔スクールバス〕
　教育委員会 教育総務課
〔由布高スクールバス〕
　教育委員会 中高一貫教育推進課

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便の
時間を変更して運行す
るため、次の便は運休
および変更となります。ご利用の際はお間違えのないよ
うご利用ください。

変 更 便
変更日 6/16 ㈭

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1便の発車時刻が
下記のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前
変更後

水曜日以外 水曜日

湯平コース 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚原コース 湯布院中学校 16：40 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：26 15：26 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：32 15：32 ⇒ 13：12
朴木コース 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石城コース 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

問
い
合
わ
せ

☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）

☎0977-84-3111（内線202）

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

6/16
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

＊運休と変更のお知らせ＊

※湯布院地域の福祉センターが移転しましたので、ご用事の方は「健康温泉
館前」停留所をご利用ください。
※既存の「福祉センター前」停留所は従来どおり乗降できます。

由布市暴力絶滅対策協議会だより③

「暴力のない安全で
住みよさ日本一の由布市」

を目指して

　おいしい話には裏があります。
　甘い誘いにはワナがあります。
　対応５原則を守りましょう。

「暴力団に加入を勧誘された場合の
対応5原則」

①誘いには乗らない。
②話は信じない。
③話には応じない。
④話にはすぐに
　返答しない。
⑤誘われても絶対
　ついて行かない。

事務局
由布市役所総務課「由布市暴力絶滅対策協議会」
☎097-582-1111（内線 205）

　九州リーグも第７節が終了し、前半戦もあと２節とな
りました。現在HOYOチームは第７節も勝利し、首位を
キープしています。この勝利によって、天皇杯大分県代
表決定戦の出場権を獲得しました。昨年はHOYOチーム
が新日鐵大分を下し、大分県代表となりました。今年も
代表権を取れるように、みんなでHOYOチームを応援し
ていきましょう！

頑張れ！
H　YO
AC ELAN 大分
天皇杯大分県代表決定戦の出場権獲得！

▶モバイルサイト
　http://hoyo-oita.com/i/
　また、チームのホームページもぜひご覧く
ださい。http://hoyo-oita.com/

できます。検  索HOYO

今後の試合日程
6月18日㈯ vs FC鹿児島
　沖縄総合 14:00キックオフ

6月19日㈯ vs 海邦銀行SC
　沖縄総合 14:00キックオフ

●少年を暴力団から守る活動●

お詫びと訂正
　前月号でご紹介した人権擁護委員の方のお名前が誤って
いました。正しくは半澤秀宣さん(庄内町渕)です。訂正の
上、お詫び申し上げます。

2011.６⑯◀市報ゆふ



　５月３日、由布市で全国神楽大会が開かれま
した。当日は昼から雨が降りましたが、雨を吹
き飛ばすくらい迫力のある神楽を見せていただ

きました。同じ神話を題材にしているのに、各地でここまで違う舞いなのかと思わされま
した。“由布市ブランド”として庄内神楽がもっともっと全国に広まるといいですね。(お)
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が
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No.
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こんにち
は

文
・
首
藤 

奉
文

▲美術館誘致は残念な結果でしたが、
市民総意のもとで取り組んだこと
は大変意義のあることだと思いま
す。誠にありがとうございました。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

由布市役所総務部総務課
〒879-5498
由布市庄内町柿原302番地 
TEL.097-582-1111
FAX.097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/

印刷：株式会社インタープリンツ

人 の 動 き

６月1日現在 （　 ）は前月比

発 行 元
総人口   36,271人

男   17,272人

女   18,999人

世帯数   15,141戸

（－35）

（－29）

（－6）

（－15）

子どもたちの団結力に、神様もタジタジでした▶

市政だより

『ふるさとアルバム』市報ゆふ
　由布市の広報誌は前半と後半の２部構成。前半
の「市報ゆふ」は市からのお知らせが中
心で、後半の「YUFUcity情報広場」
は市内のイベントや話題などを中心に
掲載しています。これからも皆さんに
愛される“身近な情報誌”を目指します。 お

節■・節■にご協力ください!水電
　東日本大震災を受けて、電力需要のバランスが極めて厳しい状況になっています。一人ひとりが少しず
つ節電・節水の努力をすることで、今夏の安定した電力供給を支えることができます。また、電気代の節
約をすることは、家計を助けるだけでなくCO2の排出量を抑え、地球温暖化の防止にもつながります。
　身近なところから「省エネ」そして「エコ」に取り組みましょう。

節電に関すること●環境課（湯布院庁舎）☎0977-84-3111（内線522）
節水に関すること●水道課（挾間庁舎） ☎097-583-1111（内線1112）

レッツ！節電
家庭での消費電力の約7割は、エアコン、冷蔵庫、照明
器具、テレビの4つに使われています。これらの家電製
品を上手に効率よく使うことがポイントです。

レッツ！節水
風呂や洗濯、台所など家庭内でも節水をすることができ
ます。風呂の残り湯を活用したり、洗濯の回数や使用水
量などを減らしたりして、ぜひ節水に心がけましょう。

◀⑰2011.６ 市報ゆふ
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　5月9日㈪に観光コースの生徒を対象とした講演
会を実施しました。講師として、由布院観光総合事
務所前事務局長で、現在熊本大学大学院社会文化科学研究科で観光の研究をされ
ている米田誠司氏をお迎えしました。当日は、観光コース31人の生徒に「観光
が社会生活・企業・地域にもたらす効果について」というテーマで講演をしてく
ださいました。「旅すること、本を読むこと、芸術・料理・自然に触れ、感じる
こと、そしてそれを人々に伝えていくことを実践してほしい」というメッセージ
をいただきました。講演後、生徒を代表して長川春香さんが、お礼の言葉と観光
コース第1期生としての決意を述べました。今後の生徒の成長が楽しみです。

観光コース第１回講演会を実施しました！

お知らせ

由布高
News

No.32由布高校の最新情報は、HP( ホームページ )で提供しています。
ぜひ、インターネットにアクセスしてください。

アドレス   h t tp : / /yu fu -h .o i ta -ed . j p / 検  索

由
布 高

6月14日㈫～15日㈬   全県模試・実力考査
6月18日㈯   土曜講座、バイク通学生講習会
6月21日㈫   中高連絡会(由布市3中学校対象)

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者の方は、事前に総務課（☎097－582－1111 内線206）へ電話でお申
し込みください。対象は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。

ハッピー バースデーバースデーハッピー6月
あ な た が 生 ま れ た 大 切 な 日

6月の誕生花＊バラ、グラジオラス など

大きな病気やケガをすること
なく、1歳のお誕生日を迎える
ことができたね。これからも
元気で健康に、そして優しい
子に育ってください。

甲
か い

斐 由
ゆう いちろ う

一郎くん
平成22年6月22日生 挾間町下市

アンパンマンとお姉ちゃんが
大好きな龍くん。

これからも元気にたくましく
育っていってね。

川
かわ

 龍
りゅうのすけ

之介くん
平成21年6月16日生 挾間町東院

お兄ちゃん大好きな
とうし君　 いつも笑顔で

元気いっぱい
大きくなってね☆

杉
す ぎ た

田 統
と う し

崇くん
平成21年6月19日生 湯布院町川上

大好きなばぁーばと
毎日温泉に気持ちいい !!
たくましく元気いっぱい。

よろしくね。

大
お お ば

庭 麟
り ん た ろ う

太郎くん
平成22年6月24日生 湯布院町川上

蓮斗、2歳のお誕生日
おめでとう。神楽が大好きな
蓮くん♡みんなを幸せにして
くれる、その笑顔をいつまでも
忘れないで、元気に育って

ほしいです。

安
あ べ

部 蓮
れ ん と

斗くん
平成21年6月26日生 庄内町野畑

⇒今月の「まちのスポットライト」はお休みします。

　5月14日㈯に平成23年度のPTA総会が開かれました。今年は、昨年より多
くの保護者の方の参加をいただくために、日程を土曜日に設定させていただき
ました。前年度PTA副会長を務めてくださった、宍戸美代さんより本校への
心温まる感謝の言葉をいただき、校長をはじめ職員一同大変感激いたしました。
当日やむを得ず欠席された保護者を対象に5月27日㈮午後5時30分よりPTA報
告会を実施させていただきます。(右の写真は、役員交代挨拶の場面です。)

本年度のPTA総会が開かれました

6月23日㈭   中高連絡会(由布市外の中学校対象)
6月28日㈫～7月1日㈮   1学期期末考査

▶②2011.６ City情報広場



まちかどまちかど プッアムズ～ズ～ムアップズ～ムアップ

挾間文化協会が４０周年！記 念

由布岳が山開きしましたシーズン

全国の神楽座が集結！共 演
５月３日、由布市庄内総合運動

公園神楽殿において、東日本大震災復興
支援「第２回由布市全国神楽大会」が開
催されました。県内外から合計１４団体が
集まり、全国各地に伝わる独特の舞を披
露しました。当日は早朝から多くの神楽
ファンが詰めかけ、朝８時から夕方６時
まで約１０時間、全国の神楽を堪能しまし
た。また、今大会は東日本大震災復興支
援として行われ、収益金は被災地に送ら
れる予定です。

５月８日、はさま未来館の文化ホールで、由布市はさま
文化協会が４０周年の記念大会を開催し
ました。当日は、記念式典が行われた後、
源流はさま太鼓や日本舞踊などさまざま
な催しが行われました。由布市はさま文
化協会は、挾間地域の芸能や文化の中心
として、永年にわたり地域に貢献。今後
も地域文化の活性化を目指し、積極的に
活動を展開していく予定です。

▲天候が悪い中、多くの神楽ファンが
集まりました。

▲各地域に伝わる伝統の舞 ▲由布市全国神楽大会実行委員長の日
野康善さん

▲会場には義援金箱も設置

▲多くの登山客が訪れまし
た！

５月８日、第３２回由布岳山開き祭が正面登山道入口で
行われました。当日は晴天にも恵まれ、多くの登山客でにぎわい
ました。朝９時より安全祈願祭が行われ、首藤市長は「由布岳山
頂の大パノラマで日ごろの疲れを癒してください。」とあいさつ。
また、別府市の阿南副市長も「新緑の由布岳を楽しんでください。
下山後は、湯布院や別府の温泉で体を癒してください。」と話し
ました。記念品の配布や陸上自衛隊湯布院駐屯地による豚汁の無
料配布も行われ、登山者は由布岳の自然を満喫しました。 ▲子どもたちも元気いっぱ

いに登りました。

2011.６③▶City情報広場



大龍東部一区公民館完成念 願

あきらめなければ、夢はかなう挑 戦
４月３日、大分県社会福祉会館で陸上競技審判講習会が行わ

れ、大矢久雄さん（挾間町谷）が日本陸上競技連盟Ｓ級公認審判員に昇格
しました。これは、大分陸上競技会の審判活動２０年以上勤められ、そ
の功績が認められたものです。また、５月１日には大分陸上競技協会よ
り功労賞と名誉審判員証が授与されました。現在も、大矢さんは挾間陸
上クラブの小学生を指導しており、「あきらめなければ夢はかなう」こ
とを子どもたちに伝えたいと頑張っています。

４月１７日、庄内町大龍東部１区に新しい公民館が完成
しました。平成１７年に新築することを決め、今日の完成に至った
経緯を振り返って元副区長の髙橋征さんは「区民の方々の熱意を
感じながら、なんとか公民館を完成できてよかったです。」と話
しました。また、会計を担当した後藤益子さんは「長い道のりで
したが、希望の公民館が完成しホッとしています。積極的にお世
話をしてくれた前区長の一木さんにも感謝しています。」と話し
ました。同公民館はこれから生活向上、交流の拠点として利用さ
れる予定です。

アトリエオープン夢空間

▲各教室ごとにテーマが分かれ、楽しませ
てくれます。

▲ワークショップでは子どもたちに指導

５月７日、平成２０年３月に閉
校した挾間町の石城西部小学校で、由布市
出身の若手芸術グループ「ザ・キャビンカ
ンパニー」のアトリエがオープンしました。
７、８日の２日間には、アトリエオープン
イベントが行われ、市内外より約３００人が
来場し、廃校となった学校を生かしたアト
リエや作品展示を楽しみました。同芸術グ
ループの阿部健太朗さん（湯布院町出身）と
吉岡紗希さん（大分市出身）の２人は、さま
ざまな作品展で受賞しており、昨年秋には
由布院アートホールで作品展を開催。今後
の活躍が期待されています。皆さんもぜひ、
２人のアトリエをのぞいてみませんか？

ザ・キャビンカンパニーホームページ
http://cabin8cabin.web.fc2.com
ザ・キャビンカンパニーブログ
http://cabin.junglekouen.com

▲ザ・キャビンカンパニーの(写真右から)阿部健太朗さんと吉岡紗希さん

髙橋 征さん 後藤 益子さん 一木 アサ子さん

◀公民館建設委員長の藤塚通麿さん
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庄内神楽定期公演がスタート！恒 例

湯平温泉献湯祭感 謝
５月２１日、温泉への感謝とさらなる繁栄を祈

願して湯平温泉献湯祭が行われました。毎年、湯平温泉祭
りとして行われていましたが、今年は東日本大震災を受け
て、献湯祭式典、釈迦稚児行列、湯平小鼓笛隊、第２４回
子ども相撲大会のみの開催となりました。稚児行列や湯平
鼓笛隊のパレードでは、かわいい衣装をまとった子どもた
ちが石畳を練り歩き、子ども相撲では真剣に相撲を取る子
どもたちの姿に会場は大いに盛り上がりました。

５月２１日、庄内総合運動公園神楽殿で庄内神楽定期公
演が始まりました。初回は庄内子供神楽座と中臣神楽座が出演し、
「平国」や「貴見城」を披露し、会場に集まった約２００人の観客
を魅了しました。今年の公演予定は次のとおりです。ぜひ、皆さ
んお越しください。

日 付 時 間 名 称 場 所 出演座 備 考
6月18日㈯ 午後6時～午後9時 庄内神楽定期公演 庄内町神楽殿

雨天時：庄内公民館
小野屋・雲取 入場料300円

高校生以下無料7月16日㈯ 平石・阿蘇野
8月 6日㈯ 午後5時～午後10時 真夏の庄内神楽 庄内町神楽殿

雨天時：屋内競技場 神楽座有志会 入場料500円
中学生以下無料

9月17日㈯ 午後6時～午後9時 庄内神楽定期公演 庄内町神楽殿
雨天時：庄内公民館

庄内原・櫟木 入場料300円
高校生以下無料10月15日㈯ 大龍・竹の中

100歳、おめでとうございます！長 寿

日吉会が救急救命キットを作成安心安全
挾間町の老人クラブ同尻日吉会では会長の岡信綱さんを中

心に、一人暮らし見守り事業の一環として、独自に救急救命キット
を作成しています。また、緊急時に救急車が来た時などのため、一
人暮らしの高齢者５人へ配布しています。キットの中には、かかり
つけの病院や担当医師名、関係者の連絡先などが記入されており、
救急隊員に分かりやすいようにしています。また、キットに磁石を
取り付けて冷蔵庫に貼り付けることで見やすくしており、配布され
た方からは「使いやすくて安心できる」と大変好評です。

５月２６日、１００歳を迎えた石橋政雄さん（挾間町挾
間）のお祝いをするため、首藤市長が石橋さんの自宅を訪れました。
首藤市長から花のアレンジメントと記念品を渡された石橋さんは、
「ありがとうございます。」としっかりとした口調で応えていま
した。家族からは「記憶力がよすぎる」と言われるぐらい元気な
石橋さん。長生きの秘訣は「自然に生きること」と話してくれま
した。これからも長生きしてくださいね。

◀
一
人
暮
ら
し
の
う
れ
し
い
味
方

▲かわいい稚児行列

▲被災地支援のため東北
地方のお酒で献杯

団体の部 優勝 川西Aチーム
個人の部 優勝  堤 詩織梨さん(2年生の部・川西)
　　　　 黒川 賢さん(3年生の部・川西)　　　堤 結梨音さん(4年生の部・川西)
　　　　 河野 日向子さん(5年生の部・川西)　渋谷 哲平さん(6年生の部・川西)
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　国道２１０号の鬼ヶ瀬地区（JR鬼ヶ瀬駅付近）の北
側に切り立つ山を高長谷山といいます。山頂の標高
は２３６.７mを測り、その頂きからは挾間地域の中心
部が一望できます。この高長谷山の中腹には陣屋跡
とされる遺跡、山頂には烽火台が残っています。ち
なみに「由布市陣屋の村歴史民俗資料館」の名は、
この陣屋跡が至近に所在することから、付けられた
ものです。

　陣屋とは、
合戦などの有
事の際の臨時
的な兵営を指
しますが、近
世になると、
城持ちでない
大名の政庁兼
館を指すこと

が多くなります。
　挾間の陣屋は２度にわたり使われたとされてい
ます。初めは文和４年（北朝）=正平１０年（南朝）
（１３５５年）、いわゆる南北朝の争乱です。南朝側
の懐良親王、熊本の菊池武澄等が大友氏時（北朝
側）を攻める時に肥後、日田、玖珠、由布院、挾間
を経て府内（大分市）に入っていますが、この時に陣
屋が活用されたといわれています。
　２回目は、戦国時代の末期薩摩軍が大友氏攻略の
ため豊後に攻め入ってきた天正１０（１５８６）年のこ
とです。この年の１２月１２日大友義統は高崎城に
入りますが、翌日には院内町の竜王城へ避難します。
当地を守る狭間鎮秀は挾間に残り、庄内から府内へ
向かう島津義弘軍と戦います。この頃、庄内から府
内に入る道は、今の鉄道や国道の通っている所では
なく、高長谷山の北側を通っていました。その方が
洪水や崖崩れもなく安全であったからです。それで
高長谷山の北側の中腹に残る陣屋跡も北側を向いて
います。陣屋跡は、石垣に取り囲まれた１０メート

ル四方ぐらいの建物跡と思われる所と長い石垣、そ
してやや平坦な区画があります。ここに兵士がいて
陣屋の北側を通る島津軍を攻めたり、挾間を守った
りする陣にしたと思われます。この付近は昔から陣

屋といわれて
おり、今も
「挾間町鬼瀬
字陣屋」と土
地台帳に記さ
れています。
　大友氏が島
津氏と戦った
時、挾間を治

めていた狭間鎮秀は挾間城に住み、戦の時には庄内
の権現岳城（庄内町大龍）に立て籠もりました。そ
の時、権現岳城・陣屋・挾間城（現在の挾間小学校
付近）・高崎山の連絡を烽火でしたようです。頂上
からは、北東に高崎山が見え、西には、大将軍山
（小倉山・２５３m）を望むことができます。陣屋と
権現岳との間には大将軍山があり見通すことがで
きませんが、おそらく大将軍山にも烽火台があって、
連絡を取り次いだものと思います。

　高長谷山頂
上の烽火台
は、直径４m
くらいの範囲
を囲むように
大きな石（耐
火性の強いス
ガメ石）を並
べたものです。

頂上一帯は比較的平坦な場所が多く、物見櫓や兵舎
などの建物や防御陣地を構えたりしたことでしょう。
一度、登ってみてはいかがでしょうか。

参考文献『挾間町の文化財 第５集』より

由布市文化財探訪 その.63

今回は挾間町の
「陣屋と高長谷山」について紹介します

▲陣屋跡

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097-583-3941
由布市教育委員会 生涯学習課文化振興係
☎ 0977-84-3111（内線225）

問
い
合
わ
せ

●次回紹介は…
　庄内地域の「龍原の大蔵寺、釈迦涅槃図」
を紹介します。お楽しみに！

▲高長谷山の烽火台

▲大将軍山から見る高長谷山と高崎山

<前号のお詫びと訂正>
前号で紹介した「宇奈岐日女神社」の正しい
読み方は「うなぎひめじんじゃ」でした。訂
正してお詫び申し上げます。
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庄内公民館では「盆踊り講習会」を開催します。
多くの方の参加をお待ちしています。
●日時　第１回目 ７月19日㈫ 午後７時から
　　　　第２回目 ７月26日㈫ 午後７時から
●踊り 「神楽囃子」、「庄内小唄」、その他
●場所　庄内公民館・大ホール

ひ
ろげよう学びの輪

　学び（生涯学習）の拠点である公民館の情
報を、毎月このコーナーで紹介しています。
　あなたに役立つ学びの情報が、きっとあ
ると思います。

問い合わせ
挾間公民館(はさま未来館) ☎097-583-1118
庄内公民館　 ☎097-582-0214
湯布院公民館 ☎0977-84-2604

公民館からの学習情報

vol.26

「盆踊り講習会」開催のお知らせ

　庄内公民館では、庄内町内の65歳以上の方を
対象に、軽スポーツを通じて健康増進・体力の
向上を図り、親睦と地域の交流を深め、新たな
生きがいの発見の場を提供し、趣味や特技、余
暇を生かした社会参画等を目的に「おもと大
学」を開講します。
　今年度は、グラウンドゴルフ大会、人権講演
会等の行事を予定していますので、多くの方の
参加をお願いします。
●問い合わせ　庄内公民館 ☎097-582-0214

おもと大学の受講生募集

　４月27日、庄内青少年健全育成市民会議、ス
ポーツ・文化部の活動として、剣道部となぎな
た部の交流会が西庄内小学校体育館で開催され
ました。剣道部員17人と、なぎなた部員15人
が、互いの練習の成果を披露し、練習試合を行
い、汗を流し、交流を深めました。

剣道部・なぎなた部交流会

　挾間公民館では、次の教室の受講生を募集し
ています。申し込みやお問い合わせについては
挾間公民館(☎097-583-1118)までご連絡くだ
さい。申込期限は、６月24日㈮までとさせてい
ただきます。
　なお、応募者が定員の7割に満たない場合は、
教室の開講を中止することがあります。
　また、パソコン教室については、開講時期が
決定次第広報誌を通じて募集します。

挾間公民館からのお知らせ

　輝度に優れたアクリル樹脂の絵の具を使い、
新しい絵画を学んでみませんか。
●開催日　７月～3月までの
　　　　　毎月第２・第４火曜日
　　　　　10：00～12：00
●開催場所　はさま未来館
●受講料　2,000円
●対象　由布市内に居住する方　20人程度
　　　　(定員に満たない場合は、市外者も可)
●講師　県美術協会会員　平松 和子氏

◆アクリル画教室

　美しい自然や文化を育む「お天気」の不思議
を学んでみませんか。散歩で見上げる空が、今
までとは違って見えてくるはずです。
●開催日  ７月～3月までの
　　　　　毎月第１月曜日 10：00～11：30
●開催場所　はさま未来館
●受講料　1,000円
●対象　由布市内に居住する方　20人程度
　　　　(定員に満たない場合は、市外者も可)
●講師　気象予報士
　　　　大分県環境教育アドバイザー
　　　　花宮 廣務氏

◆お天気教室

庄内公民館からお知らせ ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

2011.６⑦▶City情報広場



由布市立図書館 企画展示
「新書を読もう!」

　昨年ご好評をいただいた企画の第２弾
として、今回もさまざまなジャンルの
「新書」を紹介しています。ぜひ、お立
ち寄りください。    ※6月26日㈰まで

4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・
26日㈫

図書館だより

DEAR ディア

vol.69vol.69図書館だより 2011.6

由布市立図書館
庄 内 図 書 館
湯布院図書館

☎097-586-3150
☎097-582-0214
☎0977-84-2604

７月休館日

６月のカレンダー＜３館共通＞ 休館日 http://library.yufu-city.jp/　mail: h_tosho@city.yufu.oita.jp

由布市立図書館 第３水曜
　６月15日㈬・７月20日㈬
庄内図書館 第３日曜
　６月19日㈰・７月17日㈰
湯布院図書館 第３木曜
　６月16日㈭・７月21日㈭

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

おはなし会
由布市立図書館・湯布院図書館
　火～金 午前10時～午後６時
　土・日 午前10時～午後５時
庄内図書館
　火～日 午前９時～午後５時

開館時間

毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
休館日(3館共通)

６月テーマ展示
由布市立図書館
『おしゃれしておでかけしよう！』
庄内図書館『お菓子な本』
　児童『主役は赤ちゃん！』
湯布院図書館『こころ』
　児童『ファンタジーの世界』

　今月は、平成22年度由布市立図書館三館の概要を紹介し
ています。由布市立図書館は、平成12年４月に挾間町立図
書館として開館して以来、４月末で貸出冊数1,264,475
冊、利用者数295,841人となりました。
　多くの方に図書館をご利用いただき、ありがとうございま
した。今後とも皆さんのご来館をお待ちしています。

　由布市立図書館３階の展示テーブル
で、約１ヵ月間作品の展示ができます。
(手芸・書・絵画・陶芸…)ご希望の方
は、由布市立図書館へお問い合わせく
ださい。☎097-586-3150

図書館で個展を開いてみませんか？

◆由布市立図書館三館の図書館サービスを評価として数字で表すと、以下のようになります。

登録率 (由布市民のみ)

平成22年度 由布市立図書館三館のまとめ
「平成23年度図書館要覧」より

蔵書冊数  貸出冊数 利用者数 新規登録者数
由布市立図書館 92,689冊 115,160冊 24,805人 603人
庄内図書館 10,252冊 18,417冊 5,309人 43人
湯布院図書館 21,650冊 23,105冊 6,527人 213人
三館合計 124,591冊 156,682冊 36,641人 859人

11,159人(市内登録者数)×100 ＝30.74%
36,296人(人口)

◆21年度 28.86%

蔵書回転数(一冊当たりの年間貸出数)
156,682冊(貸出総数) ＝1.26冊124,591冊(蔵書冊数)

◆21年度 1.24冊

人口一人当たりの貸出冊数 (由布市民のみ)
109,459冊(市内貸出総数) ＝3.02冊36,296人(人口)

◆21年度 2.77冊

人口一人当たりの蔵書冊数(由布市民のみ)
124,591冊(蔵書冊数) ＝3.43冊36,296人(人口)

◆21年度 3.25冊

登録者一人当たりの貸出冊数 (由布市民のみ)
109,459冊(市内貸出総数) ＝9.81冊11,159人(市内登録者数)

◆21年度 9.58冊

行政効果
(税金の還元益：一冊平均単価×貸出冊数ー22年度購
入経費)
  一人当たり 7,181円
  一世帯当たり 17,239円
◆21年度 一人当たり 4,546円
  一世帯当たり 10,967円

1 5

2 6

3 7

◆平成22年度由布市立図書館三館の概要がまとまりましたので、お知らせします。

一日当たりの図書貸出数 (市外利用者を含む)
156,682冊(貸出総数) ＝561.58 冊279日(開館日数)

◆21年度 526.38冊

4
(平成23年4月1日現在 人口36,296人 世帯数15,120戸)    
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『きみには関係ないことか』　京都家庭文庫地域文庫連絡会 編  R028.0/キ  一般コーナー  
　丸木俊・丸木位里夫妻の「原爆の図」展をきっかけにうまれたこのシリーズ本、京都家庭文庫
地域文庫連絡会の皆さんが４半世紀にわたってリストづくりを続けています。今回のテーマは
「戦争と平和を考える」。子どもたちの未来が安全で幸せなものになることを願って、編まれた
ブックリストです。ぜひ、ご覧ください。 

『怒らない技術』
嶋津 良智   著   159/シ 湾曲コーナー
　最近、イライラしていませんか？「仕事」「健康」「勉学」「恋愛」など、全ての原因はその
「イライラ」にあるのかもしれません。今すぐ怒り・イライラが消える11の特効薬付です。ぜ
ひ、読んでみてください。

『大人のスタイル基本の「き」 完全保存版 ―あなたもきっとお洒落になれる200の法則 ! ―』 
世界文化社 編     589.2/ オ くらしコーナー
　世界中のあらゆる服が揃う日本。「何を」「どう」着こなせばいいのか？そんな悩みを抱える
大人の男性に向けたスタイル指南書です。それぞれの提案を“法則”にしてあるので、わかりや
すく、旦那さまの洋服選びにお困りの奥さまにも参考になると思います。

『快晴フライング』
古内 一絵   著 Y913.6/ フ  ヤングコーナー      
　愛好会から部活動になった弓が丘第一中学校水泳部。頼りになる主将を交通事故で失い、水泳
部存続の危機に立たされます。残されたメンバーが水泳部存続のために奮闘し、成長する姿から
目が離せない一冊です。

『パンとペン ―社会主義者・堺利彦と「売文社」の闘い―』
黒岩 比佐子  著 一般289.1/ サ 庄内図書館
　今から約100年前、日本で起こっていた社会主義の中心にいた堺利彦の評伝です。苛烈な状態
の中でも信念を貫き、決してユーモアを忘れない生きざまは、社会主義の思想問題を超えて人間
としての魅力にあふれています。

『えーえんとくちから』 
笹井 宏之 著  一般911.1/ サ  湯布院図書館
　26歳で亡くなった作者の短歌作品集です。事物を透過してしまうような、選ばれた言葉の
数々。その中の一首をお楽しみください。「真水から引き上げる手がしっかりと私を掴みまた離
すのだ」 

分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
　
　
　
間

一般 019.9 ト ニッポンの書評

挾　
　
　
　
間

湾曲 159ハ 40歳からの適応力

一般 210.2 タ 旧石器時代人の歴史 湾曲 611.1 ハ いまこそ「都市農」！―都市農業・農地を活かすことで変わる社会―

一般 377.9 ソ わが子を就活難民にしないため親ができること ヤングY933.7 ア 希望をはこぶ人

一般442.7 タ 誰でも写せる星の写真 ―携帯・デジカメ天体撮影― 郷土H304チ 文化を考える。

一般 527イ よみがえれ！老朽家屋 郷土H910ヨ 最後の吉本隆明

一般 809.2 エ 周囲をなごやかにするものの言い方 決定版 健康S490.4 セ 世界一敷居が低い最新医学教室

一般911.4 バ 万能川柳20周年記念ベスト版 くらし596.3ム いちばん使える鶏肉料理の便利帳

一般 913.6 イ グロウブ号の冒険 特別375.4 シ やればできる！を味わえば子どもは伸びる

一般 913.6 シ ナマコ 絵本 E オ おばあちゃんのこもりうた

一般 913.6 シ 天魔ゆく空 絵本 E ユ ゆうきをだして！

一般 913.6 ド 蒼い猟犬 ―1300万人の人質― 児童 913ア フェアリーたちの魔法の夜

一般 913.6 ミ 黄金幻魚 児童 913サ アルフレートの時計台

一般949.8 テ 黄昏に眠る秋 児童 913フ 天風の吹くとき

趣味娯楽P742.5 ト トイカメラ・アナログカメラの本 児童 933オ 犬どろぼう完全計画

庄　
内

一般336.4 ヒ 平林都の接遇道
庄　
内

一般 627.1 ム 虫といっしょに庭づくり

一般 375.8 イ 奇跡の教室  ―エチ先生と『銀の匙』の子どもたち― 文庫本 913.6 ア 燦 1 風の刃

一般645.7 カ ネコを長生きさせる50の秘訣 文庫本 913.6 イ かばん屋の相続

湯
布
院

一般481.7 ハ 働かないアリに意義がある
湯
布
院

一般 911.5 へ 生首 詩文集

一般 539.9 ゲ <原子力事故>自衛マニュアル 特色ある 336.4 オ お仕事のマナーとコツ

一般 659コ イノシシを獲る ヤング 726.6 ク わさおのきもち

新着図書一覧表

カール

むぎ

豊崎 由美

竹岡 俊樹

園田 雅江

谷川 正夫

井形 慶子

江木 基彦

仲畑 貴志

井上 ひさし

椎名 誠

真保 裕一

堂場 瞬一

三浦 明博

ヨハン・テオリン

平林 都

加藤 由子

長谷川 英祐

桜井 淳

小寺 祐二

羽生 善治

蜂須賀 裕子

アンディ・アンドルーズ

筑紫 哲也

勢古 浩爾

瀬名 秀明

武蔵 裕子

下野 六太

長野 ヒデ子

いもと ようこ

あんびる やすこ

斉藤 洋

福 明子

バーバラ・オコーナー

あさの あつこ

池井戸 潤

辺見 庸

西出 博子

きくや わさお

朗

花蓮

まる

春
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由布市無料相談
【行政相談】担当：行政相談委員
●道路の補修、年金、健康保険など。
はさま未来館　毎月第１土曜日 午前９時～正午 
庄内庁舎　　　毎月第１金曜日 午前９時～正午 
湯布院庁舎　　毎月第３水曜日 午前10時～正午 
【不動産相談】担当：宅地建物取引主任者
●土地の境界線、不動産の賃貸借、売買等不動産
全般など。
庄内庁舎　毎月第１月曜日 午前８時30分～正午
【法律相談】担当：司法書士
●法律に関する日常のお困りごとなど
庄内庁舎　毎月第３水曜日 午後１時30分～午後４時
問い合わせ
総務課総務係 ☎097－582－1111(内線205)

しいたけ栽培研修生募集
研修コース
①栽培基礎研修(日曜日開催で計４回)
②生産現場通型研修(半年間のうち最大12日間)
募集人員　①40人　②８人
　　　　　※参加申込多数の場合は選考
研修場所　①農林水産研究指導センター他
　　　　　②研修生近隣の優良生産者の生産現場
研修費用　無料(交通費・昼食等は自己負担)
募集締切　７月25日㈪
申込方法　農政課(挾間)、庄内・湯布院地域振興
課農林係で申込書に記入して提出 ※要印かん
問い合わせ　県農林水産部林産振興室
☎097－506－3836

放送大学 10月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成22年度第２期(10月入学)
の学生を募集しています。放送大学はテレビなど
の放送を利用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
出願期間　６月１日㈬～８月31日㈬
問い合わせ　放送大学大分学習センター
☎097－549－6612

無料警備関連技能受講者の募集
対象者　55歳以上で公共職業安定所に求職申込
をされた方
募集期間　８月４日㈭　※必着
実施場所　大分工業会館(大分市下郡3153-3)
実施期間　８月17日㈬～８月31日㈬の間の11日間
募集人員　30人(選考あり)受講料テキスト代無料
問い合わせ先
大分県シルバー人材センター ☎097－540－6313
由布市シルバー人材センター ☎097－540－7992 Readers Voice

国家公務員採用Ⅲ種(税務)試験受験者募集
　人事院九州事務局と熊本国税局では、国家公務
員採用Ⅲ種(税務)試験の受験者を募集しています。
受験資格　平成２年４月２日から平成６年４月１
日までに生まれた方(学歴は問いません)
試験程度　高校卒業程度
受付期間　６月21日㈫から６月28日㈫まで
　　　　　(通信日付印有効)
第１次試験　９月４日㈰
問い合わせ
人事院九州事務局  ☎092－431－7733
熊本国税局  ☎096－354－6171
大分税務署 ☎097－532－4171

平成23年度 大分県職員採用選考募集
職種　海事、職業訓練指導員(電気)
受付締切　７月１日㈮
第１次試験日　７月24日㈰
問い合わせ先　大分県総務部人事課人事班
☎097－506－2305
※詳細は県庁受付または大分県庁のホームページ
で確認してください。
http://www.pref.oita.jp/soshiki/11200/
saiyou-kaiji.html

無料人権なんでも相談所開設
　秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。
日時　７月22日㈮ 午前10時～午後３時
場所　湯布院福祉センター
相談内容　金銭、相続、家庭内の問題、その他の
人権問題
担当者　法務局職員、人権擁護委員
問い合わせ　大分地方法務局
☎097－532－3368
※平日は午前8時30分から午後5時15分まで常時開設

HOT LINEHOT LINE

由布市総務課
☎097-582-1111 内線206

試　験

相　談

募　集
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Readers Voice

　このコーナーは読者の皆さんからのおた
よりを紹介しています。本誌を読んだ感
想や今後取り上げてほしい記事、由布市
への思い、あなたの身近なことなどを郵便ハガキに書いてお送
りください。おたよりをいただいた方には、ポストカード付き
「フォトフレーム」をプレゼントします。

→オリジナルのフォトフレー
ム。市内の美しい風景写真を
使用したポストカードが８枚
入っています。

●問い合わせ
　総務課秘書広報係　☎097-582-1111（内線206）

V o i c
e

s

Y
uf

u  
Citizens'

もっと身
近な

広報誌
へ

読者の声

貼付場所

★ハガキの裏面に「読者の
声」をご記入の上、点線
に沿って用紙を切り取り、
図の通りはがれないよう
に全面にのりづけ(テー
プは不可)して、ご投函
ください。

消防設備士試験準備講習会
講習日時　7月24日㈰ 午前９時30分～午後５時
講習会場　大分県教育会館
講習種別　１類・４類・６類(各甲乙種)
受付期間　６月17日㈮～７月15日㈮
問い合わせ　㈶大分県消防設備安全協会
☎097－537－3125

初心者狩猟講習会(狩猟免許試験準備講習)
◎開催場所　湯布院コミュニティーセンター
網猟・わな猟のみ
　開催日時　６月26日㈰ 午前10時～午後４時30分
　受付期間　６月15日㈬～６月21日㈫
◎開催場所　大分県林業会館
①網猟・わな猟
　開催日時　７月16日㈯ 午前10時～午後４時30分
②第一種・第二種銃猟
　開催日時　７月17日㈰ および７月18日㈪
　　　　　　午前10時～午後4時30分
　受付期間　①、②ともに７月１日㈮～７月８日㈮
受講料　種別により受講料が異なります。
問い合わせ　由布市猟友会 ☎097－582－0900

温泉付き有料老人ホーム利用権を騙る詐欺
　東日本大震災の被災者支援になるからと言って、
現金を騙し取ろうとする悪質な勧誘電話が全国で
相次いでいます。
◎「転売で儲かる」などという言葉には注意して
ください。不審に思ったら110番または大分南警
察署(☎097－542－2131)までお願いします。

銃砲刀剣類登録審査会日程
日時　5月11日、7月13日、9月14日、11月9
日、1月11日、3月14日 午後１時～午後５時
場所　県庁舎別館８階 84会議室
問い合わせ　県教育庁文化課 ☎097－506－5498

第14回 ゆふいん文化・記録映画祭
日時　６月24日㈮ 午後７時～午後８時40分
　　　６月25日㈯ 午前10時～午後８時20分
　　　６月26日㈰ 午前10時～午後８時20分
場所　湯布院公民館
問い合わせ
ゆふいん文化記録映画祭事務局 ☎0977－84－4424
映画祭期間中の事務局 ☎0977－84－4762             

COCORO KIRAKIRA
　庄内町小挾間の向陽学園による作品展が湯布院
町塚原にあるギャラリー忘路軒で開催されます。
ぜひ、皆さんのぞいてみませんか？
開催期間　開催中～６月30日㈭
開催場所　忘路軒(湯布院町塚原135-201)              
問い合わせ　向陽学園 ☎097－582－0550

講習会 お知らせ

イベント情報

狩猟免許試験のお知らせ
日時　①網猟・わな猟
　　　　８月６日㈯ 午前９時～午後５時
　　　②第一種・第二種銃猟
　　　　８月７日㈰ 午前９時～午後５時
場所　大分県庁舎正庁ホール(大分市大手町)
対象者　県内に住所を有する方
受付期間　７月11日㈪～７月22日㈮
問い合わせ　県中部振興局森林管理班
☎097－506－5749
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由布市役所
総務課秘書広報係　行

（No.69/2011.６）
◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所　〒

フリガナ

※記入がない場合、実名で掲載させていただきます。

年齢／　　　　　歳　　　　性別／　　  男 ・ 女

E-mail

電話（　　　　　　）　　　  －


